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地域総合センター叢書12

　長年、本学の地域活動に貢献し、尾道市立大学地域総合センター員を務められた日本文学科教授
光原百合先生が、令和４年８月 24 日にご逝去されました。
　光原先生への追悼と感謝を込めて、日本文学科の学生有志が主体となり、附属図書館一階雑誌閲
覧室・Ｃ棟一階ロビーにおいて、追悼展示「～追悼の意を込めて～光原百合先生作品展示」を開催
しました（令和４年 10 月 18 日～ 29 日）。

　図書館雑誌閲覧室では、光原先生の著作のうち、本学図書館所蔵作品および個人所有の作品を収
集し、展示を行いました。展示では、学生によるポップが、光原先生のこれまでの著作を彩りました。

光原百合先生　追悼展示について

光原百合先生　追悼展示について

ポップ提供：日高わかな、原田琴未（日本文学科学生）
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　Ｃ棟１F ロビーの展示では、「光原先生と地域との関わり」、「光原先生の怪談への関心」、「光原先
生の文芸創作の考え方」、「『翠幻地』からみえる光原先生」、「光原先生の英語教育の考え方」の五つ
のテーマで資料が展示されました。日本文学科教員や地域総合センターも協力し、光原先生が担当
された公開講座やイベント、怪談や文芸創作への思いなどを集めた資料を作成、展示しました。

光原百合先生　追悼展示について

尾道市立大学附属図書館展示

尾道市立大学Ｃ棟展示
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光原百合先生　追悼展示について
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光原百合先生　追悼展示について

　光原先生と初めて出会ったのは、私が学生の頃でした。光原先生の著作を読んで、当時書いてい

た読書ノートに「同郷だ！いつか尾道で光原百合に会えたりしないかなあ」（原文ママ）などと、 

のんきにしたためていました。

　そんなこともすっかり忘れていた 20 年後、私は尾道市立大学で働くこととなり、そして光原先生

とお会いすることが叶い、夢はまさに現実のものとなりました。ずっと昔から先生の本を読んでい

たことや好きな推理小説・怪談の話をしたこと、公開講座のあと家までお送りしたこと、私の名前

を呼んでくれて、いつもありがとうと言ってもらえたこと……私はいつも信じられない現実に頬が

緩んでいました。「夢は必ず叶う」などと、大きなことは言えませんが、光原先生にお会いすること

で、本当に叶うこともあるんだと身に染みて感じさせてもらえました。

　今でもふと、地域総合センターのドアをノックして、いつものように顔を見せてくれるのでは

ないか……と思っています。

　光原先生、どうもありがとうございました。出会うことができて、本当に嬉しかったです。

� 地域総合センター職員　髙垣美晴

  地域総合センター員一同、心よりご冥福をお祈りいたします。

※追悼展示の展示資料を掲載しています。
　尾道市立大学 日本文学科発行の「尾道文学談話会会報第 13 号」に同様の内容のものが収められています。

展示によせて……センター職員より


